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　F－19　家庭経営の変動に関す5生活史的研呪cm）

　　　　家庭羅営の変遷について(1) 家庭経営と主婦の権限

　　　　桜の聖母短大　　ｏ壁谷沢万里子　郡山女大　　原田恭子

的　家庭生活の歴史においてその様式に変化をもたらす要aや契機は何かを家庭

を中心ir 99 らかにナるのが研究の目的である。　予報においては*庭経営の主体者

る主婦の権限、任務、主婦の地位の交替の時期、契機の変遷を中心に述べた。こ

引き続き本報においては、主婦の権限である家庭経営内容の変遷を三世代にっい

査し、家庭生活の変動との関連を探ろうとした。

法　郡山市湖南町の福良・三代地区と月形地区について農家の世帯主の妻、母、

の妻約70 名を対象とし面接聴取Dによ　り調査した。　時期は19 72 年８月　で、家庭経

の内容、家政の方式、家庭内における仕事担当の変遷を世代ごとに比較した。

果　家庭経営に関する主婦の権限の内容は「日常の金銭管理」「食事内容の決定

来客の接待J などに明らかに見られた。「サイフ持チ」は世帯主のほとんどが担

で｀る点は今も変らないが、主婦の約-s- は日常消費の金銭管理権を｀持ってts 5、

フをついに持たなかった91 ti 減少しつつある。献立決定の権限も依然として主婦

要な仕事になっており.嫁には任されていない。主婦の地位を譲る時期はしだい

く　なっ　ており、こ　れは　ライ　フサイ　クルの変化や社会生活の激しい変化への適応と

えられる。家事労働の機械化は主婦の労働負担を小さくしたが、主婦の農業と家

二重負担はやはり重く、晨業経営の合理化された現在も大きな変化は見られない

かし家蔽方式については現在の主婦の世代には変化が見られ、新しい藪育を受け

嗣の妻が主婦に* クた時期にはかなPの変化がもたらされるこi が予測された。
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